
基本的に航空運賃等の旅費、現地の交通費、宿泊代などは現地精算とさせていただきますが、コーディネーター等への謝
礼、企画費で参加者には国際委員会の方へ１万円ほどお支払いいただくようお願い致します（現地で構いません）。 現地で
の費用は大体、宿泊費が一泊１５０ドルと２５０ドル（ボストンの週末は高くなっています。二人で一室）で９５０ドル。宿泊の
予約が必要な方は幹事にまでご連絡下さい（現時点で５室ほど上記の料金で押さえています）。旅費がニューヨーク、ボスト
ンへの移動に約１００ドル（鉄道）。

ニューヨーク・ボストンをめぐる都市環境デザイン・ツアー

国際委員会＋関西ブロック共同企画ツアー

８月１７日１１時３０分： ニューヨーク、マンハッタン、ブライアント・パークにて集合（ブライアント・パ
ーク・グリルという店で昼食を取ります）　ニューヨーク泊（Hilton Garden Inn 35 th Street)
８月１８日ー１９日：ニューヨークの都市デザインプロジェクト視察　ニューヨーク泊（同上）
８月２０日：ニューヨークからニューヘイベン経由でボストンへ　ボストン泊（Hilton Boston F.D)
８月２１日：ボストンの都市デザインプロジェクト視察　ボストン泊（同上)
８月２２日１５時３０分：ボストンのサウス・セントラル駅にて解散

今、ニューヨークの都市デザインが熱い！あのヤン・ゲールがコンサルタントを務
めたブロードウェイのホコ天プロジェクトを実現させたかと思うと、鉄道の高架
線路の跡地を見事にランドスケーピングして、素晴らしい歩道へと変身させた。
ユニオン・スクエアの前の歩道を広げ（車道を狭めた）、ファーマーズ・マーケット
を開催したら大人気を博す。自転車の走行スペースを確保しようとし、サイクリス
トがユダヤ人コミュニティを相手取って醜い争いをしたことも、ニューヨークにお
ける人間的な都市デザインが主張するようになったからであろう。また、ちょっと
北にいけば、アメリカ最大の投資がされたといわれる通称ビッグ・ディッグとよば
れる公共事業が遂行されたボストンがある。これは、ウォーターフロントと都心
部を隔てていた高速道路を地下化させるという事業で、ヨーロッパの都市では
もうそれほど珍しくはないが、自動車大好きのアメリカで実施されたということ
で、大きな衝撃を内外に与えた一大都市デザイン事業である。これはチェックし
なくてはならない。ということで、都市環境デザイン会議では、国際委員会と関西
ブロックが共催して、ニューヨークとボストンをめぐる都市デザイン・ツアーを開
催することにしました。是非とも、多くの方々のご参加を期待しております。（文責
：国際委員長　服部圭郎）

ニューヨーク・ボストンをめぐる都市環境デザイン・ツアー

都市環境デザイン会議　国際委員会＋関西ブロック
申込／問合先　服部圭郎 email: hattorikeiro@mac.com
　もしくは　　 長町志穂 email: shihonagamachi@gmail.com

お申し込み期限は７月３１日とさせていただきます。


